




The Effects of Increase of Contacts and the Way of Contacts for Vocabulary Learning





















[Abstract] At the Japanese language school where the author works vocabulary 
learning is frequently provided through daily short tests and exercise problems. In 
recent years however, there has been an increase in the number of students displaying 
an inadequate enthusiasm to study not only Japanese but to study in general, and there 
are more and more students who stumble and fail in the face of tuition consisting of 
tests and repeated daily tuition. 
Reading comprehension accompanied by interpretative commentaries has been widely 
advocated as a means for effective vocabulary learning, but simultaneously these raise 
the problem of whether or not the words can be understood or generated according to 
the extent of the contact that takes place. Tamaru (1998) indicated that it is essential 
to implement the concentrated learning of a certain quantity of vocabulary prior to the 
comprehension stage. Apparently Tamaru found that concentrated learning is linked to 
a sense of achievement among learners. However, she also reported that this practice 
places a burden upon those learning, as they have to spend a relatively large amount of 
time researching the meaning of the vocabulary that they have been taught. 
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In my research I attempted to implement the following three practices: 1) learning in 
which there was an increased number of times that contact was made with words; 2) 
practice using writing short sentences rather than comprehension; and 3) concentrated 
vocabulary learning in which the burden of researching the meaning of words was 
reduced. I investigated what sort of influence these three practices exerted upon 
the vocabulary learning of the students in the intermediate and lower strata of the 
class, the students whose volition regarding continuous learning and problem practice 
during lessons was relatively low. I conducted a common test both before and after the 
experimental tuition, and analyzed the results. The results showed some efficacy among 
all the students, regardless of whether they were in the higher, intermediate or lower 
levels of the class, but this efficacy was most notable among the intermediate and lower 
level students. Furthermore, the results also suggested the possibility that diversity in 
the contact methods led to a lowering of the hurdle of vocabulary acquisition. Finally, 
the questionnaire conducted after the lesson indicated that the learners themselves also 
felt the usefulness and necessity for research-based teaching.
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招く(1) 50.0% 100.0% 50.0%
伸びる(2) 41.7% 91.7% 50.0%
恵まれる( 41.7% 83.3% 41.7%
挟む(4) 50.0% 91.7% 41.7%
及ぶ(5) 33.3% 58.3% 25.0%
寄る(6) 66.7% 91.7% 25.0%
寄せる(7) 0.0% 25.0% 25.0%
採る(8) 75.0% 100.0% 25.0%
荒れる(9) 66.7% 91.7% 25.0%
占める(10 66.7% 91.7% 25.0%
積む(11) 66.7% 83.3% 16.7%
詰まる(12 58.3% 75.0% 16.7%
逆らう(13 83.3% 100.0% 16.7%
巻く(14) 91.7% 100.0% 8.3%
許す(15) 75.0% 75.0% 0.0%
非調査語 図4
事前テス 事後テス 伸び率
越える(1) 58.3% 91.7% 33.3%
照る(2) 41.7% 66.7% 25.0%
枯れる(3) 66.7% 83.3% 16.7%
救う(4) 66.7% 83.3% 16.7%
蒸す(5) 50.0% 66.7% 16.7%
固まる(6) 75.0% 91.7% 16.7%
嫌がる(7) 75.0% 91.7% 16.7%
構う(8) 33.3% 41.7% 8.3%
恐れる(9) 75.0% 83.3% 8.3%
刻む(10) 83.3% 91.7% 8.3%
述べる(11 91.7% 83.3% -8.3%
散る(12) 91.7% 83.3% -8.3%
昇る(13) 75.0% 66.7% -8.3%
祈る(14) 83.3% 75.0% -8.3%
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語数について 0% 67%（10 人） 33%（5 人）
例文数について 20%（3 人） 67%（10 人） 13%（2 人）
必要 不必要




































































































































































































田丸　淑子（1998）「語彙に焦点をあてた授業 : 非漢字系中級中・後期日本語学習者の場合」『Working papers on 
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資料 2 実施テスト内容 
 
新完全マスター漢字 N2 31－40回 学習チェック（訓読み動詞） 
名前：              
 
問題：空いているところに、下から漢字を選んで書きなさい。（ ）に読み方を書きなさい。 
例）この公式を 解 く と 問題が簡単に解けますよ。        （とく    ） 
 
１）この時計は古いので、毎日ねじを     なければならない。   （      ） 
２）東京は毎日     暑い日が続いている。            （      ） 
３）学校の帰りに、喫茶店に     てコーヒーを飲んだ。      （      ） 
４）水平線に今年初めての太陽が     た。            （      ） 
５）届いた荷物を開けると、お菓子がいっぱい      ていた。   （      ） 
６）雨がやんで急に日が      てきた。             （      ）  
７）中学生のころはよく親に      て怒られた。         （      ） 
８）彼は、会議でその問題について意見を       た。      （      ） 
９）この映画の時間は 4時間にも      長いものです。      （      ） 
１０）今きれいに咲いている花も、いつかは     てしまう。    （      ） 
 
 例）とく／ むす およぶ ちる まく のべる よる のぼる さからう  
つまる てる  
 
 
１１）台風の被害を受けた地域に     た寄付金は 3000万円を超えた。  
（      ） 
１２）両親に結婚を     てもらった。                
（      ） 
１３）桜の花びらを拾って、本の間に      だ。           
（      ） 
１４）社員を新しく 2名     た。                   
（      ） 
１５）この時計はもう 100年も休まず時を     でいる。        
（      ） 
１６）どうぞもう      でください。すぐ失礼しますので。      
（      ） 
１７）液体の温度を下げていくと      て固体になる。        
（      ） 
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１８）     がる部下に無理に酒を飲ませる上司は、上司として失格だ。 
（      ） 
１９）旅行している間に、植木鉢の花が     てしまった。       
（      ） 
２０）とうとう私たちの     ていた事件が起きてしまった。       
（      ） 
 
おそれる とる かれる かまう よせる いやがる はさむ かたまる  
ゆるす きざむ  
 
 
２１）大雨の被害を受け、田や畑が      てしまった。      （      ） 
２２）病気の小鳥を世話していたが、結局      てやれなかった。 （      ） 
２３）近くの神社で、生まれたばかりお赤ん坊の成長を      た。 （      ） 
２４）結婚しいに客を何人      か、相談して決めた。      （      ） 
２５）日本人の平均身長は、この半年でかなり       た。    （      ） 
２６）地球上で海が      面積の割合は、全体のおよそ 10分の 7だと言われている。 
                                  （      ） 
２７）20年後には 65歳以上の人の割合が 20％を      という。  （      ） 
２８）姉は人込みを     て週末は家にいることが多い。      （      ） 
２９）私はいい友達に       て幸せだ。            （      ） 
３０）これ以上荷物を      だら危険だ。            （      ） 
 
あれる こえる すくう つむ しめる のびる きらう いのる  

















資料 1 使用教材『新完全マスター漢字 日本語能力試験N2』 第 33回 
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資料 3 授業内容 手順①～⑥使用プリント例 
 
☆今日の漢字 （訓読み動詞） 
名前               
            








               







               









１）けがをして病院へ行ったら、      に       を       てくれた。 
２）もう要らない   を      てしまった。 
３）          に      て、わたしは幸せです。 
４）日本は       に        国であるが、最近は新たな資源が発見されたそうだ。 
５）景気の悪化で、あの会社は今年     を      ないそうだ。 









資料 4 授業内容 手順⑦・⑧ 復習プリント 
 
問題１ 巻く／恵まれる／採る を使って文を完成させなさい。 
 
１）あの大学は有名だが、留学生をあまり     ないことで知られている。 
 
２）この募金は       子供たちのために使われる。 
 
３）きれいな包装紙で包んだり、リボン     プレゼントは喜ばれるが、過剰包装だと
思う人もいる。 
 
４）問題が起きたとき、どんな    を      ばいいか考えることが重要だ。 
 
５）このコードは長くて危ないので、      片づけてしまおう。 
 



























資料 5 授業内容 手順⑩ パワーポイント例 
 
 
 
